
 ■ 今月の内容
02　９月 9 日は「救急の日」

04　高齢者運転免許自主返納支援事業

05　３歳児保育園児募集（試行）

08　市職員募集

14　まちづくりワークショップ参加者募集

16　第 35 代義士娘募集

17　ル・ポンボランティアスタッフ募集

23　くらしのカレンダー

赤穂市の魅力発信中

ヨーイ
コーラ

！　ド
ッテン

コーラ
！
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９
月
9
日
は「
救
急
の
日
」

～
救
急
車
が
来
る
ま
で
あ
な
た
が
救
急
隊
～

問
赤
穂
市
消
防
本
部　

救
急
課　

☎
43
・
６
８
８
４

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と

し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急

医
療
週
間
」（
今
年
は
９
月
８
日
（
日
）

～
９
月
14
日
（
土
）
ま
で
）
と
定
め
、
救

急
業
務
等
の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
襲
わ
れ
る
か
予
測
が

つ
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
病
院
へ
行

く
ま
で
に
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気
の
悪
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
く
に
突
然
、
意
識
を
な
く
し
て
倒

れ
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

心
肺
停
止
状
態
と
な
っ
た
場
合
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
適
切
な
応
急
手
当
を
行
え

ば
、
救
命
率
は
格
段
に
向
上
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
が
来
る
ま
で
あ
な
た
が
救
急

隊
で
す
！

　

「
早
い
１
１
９
番
通
報
」「
早
い
心
肺

蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動
」

の
２
つ
を
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す
！

●
日
時　

９
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

（
３
時
間
）

●
場
所　

赤
穂
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
赤
穂
市
消
防
本
部 

３
階
）

●
対
象　

 

赤
穂
市
、
上
郡
町
在
住
・

在
勤
の
中
学
生
以
上
の
人

　
　
　
　

20
名
程
度

●
締
切　

 

９
月
14
日（
土
）午
後
８
時

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　
　
　

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

赤
穂
消
防
署
で
は
、
救
急
医
療
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
救
急
業
務
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
の
小
学
６

年
生
と
中
学
２
年
生
か
ら
応
募
い
た

だ
い
た
救
急
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト

を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

９
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

～
15
日（
日
）

●
場
所　

イ
オ
ン
赤
穂
店
２
階

救
急
ポ
ス
タ
ー
・

イ
ラ
ス
ト
展

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
市
消
防
本
部
救
急
課　

☎
43
・
６
８
８
４　

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

上
郡
消
防
署
救
急
係　
　
　

☎
52
・
５
１
１
９　

ＦＡＡ
52
・
１
３
５
１

消
防
防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

問
赤
穂
市
消
防
本
部　

☎
43
・
６
８
８
１　

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

消
防
の
仕
事
や
防
災
、
救
急
に
つ
い
て
皆
で
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
？

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ブ
ー
ス
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
家
族
で
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
8
日（
日
）　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

　

※ 

雨
天
決
行（
午
前
7
時
30
分
時
点
で
気
象
警
報
発
令
時
は
中
止
）

●
場
所　

赤
穂
市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
赤
穂
市
消
防
本
部
）

●
そ
の
他　

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※ 

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
自
転
車
で
の
来
場
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

●
主
催　

赤
穂
市
消
防
本
部

●
共
催　

赤
穂
市
消
防
団

●
内
容
（
体
験
ブ
ー
ス
）　

　

▽
消
火
体
験
：
実
際
に
放
水
し
て
み
よ
う
！

　

▽
庁
舎
見
学
：
消
防
署
の
中
は
ど
ん
な
？

　

▽ 

消
防
車
見
学
・
記
念
撮
影
：

　
　

い
ろ
ん
な
消
防
車
を
見
て
み
よ
う
！

　

▽
豪
雨
体
験
：
大
雨
っ
て
ど
ん
な
の
⁈

　

▽ 

レ
ン
ジ
ャ
ー
体
験
：

　
　

綱
渡
り
を
し
て
み
よ
う
！

　

▽
救
急
処
置
体
験
：
病
気
か
ら
身
を
守
ろ
う

　

▽
非
常
食
体
験
：
非
常
食
を
食
べ
て
み
よ
う

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

10
月
よ
り

運
用
開
始

　

赤
穂
市
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
や

発
語
の
障
が
い
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９（
ネ
ッ
ト
イ
チ
イ
チ
キ
ュ
ー
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
10

月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。　
　

● 「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
」
と
は

　

 　
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
は
、
聴
覚
・
言
語
の
障

が
い
等
に
よ
り
音
声
通
話
が
困
難

で
あ
る
人
が
、
携
帯
電
話
等
の
Ｗ

ｅ
ｂ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）機
能
を

利
用
し
て
、
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作

で
１
１
９
番
通
報
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

 　

携
帯
電
話
等
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に

よ
っ
て
、
外
出
先
か
ら
の
通
報
で

も
通
報
場
所
を
特
定
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者

　

 　

赤
穂
市
消
防
本
部
が
管
轄
す
る

地
域（
赤
穂
市
お
よ
び
上
郡
町
）に

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
で
、
聴

覚
、
音
声
、
言
語
機
能
が
不
自
由

な
人
、
ま
た
は
音
声
に
よ
る
通
報

に
不
安
が
あ
る
人

●
登
録
方
法

　

 　

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
10

月
1
日
以
降
、
随
時
登
録
を
行

い
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
左
記
の
申
請
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係  

☎
43
・
６
８
３
３

ＦＡＡ
45
・
３
３
９
６

　

Ｅ
メ
ー
ル

sh
o

u
g
a
i@

city.a
k
o

.lg
.jp

　

赤
穂
市
消
防
本
部　

警
防
課
通
信
指
令
係

☎
43
・
０
１
１
９

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

a
k
o

.syo
u
b

o
u
1
1
9
@

d
o

co
m

o
.

n
e
.jp

ジ
ュ
ニ
ア
救
急
教
室

（
７
／
11　

赤
穂
西
小
学
校
）

昨年の救急ポスター・

イラスト展の様子
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健
診
日
程
は
、
残
す
と
こ
ろ
９
月
・

10
月
の
み
と
な
り
ま
し
た
！

　

健
診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
芽
が
な

い
か
を
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

覚
症
状
の
な
い
病
気
を
早
期
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

※ 

年
齢
に
よ
り
健
診（
検
診
）
内
容
は
異

な
り
ま
す
。

●
会
場
で
実
施
し
て
い
る
健
診
（
検
診
）

　

 

▽
特
定
健
診（
基
本
健
診
）

　

▽
肺
・

胃
・

大
腸
・

前
立
腺
が
ん
検
診

　

▽ 

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診（
過
去
未
受

診
の
人
の
み
）

　

▽ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診（
令
和
元
年

度
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
に
な
る
人
で
、

過
去
未
受
診
の
人
は
無
料
）

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
健
診（
検
診
）
の
詳
細
は

「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
健
診
の
申
し
込
み
方
法

　

今
年
３
月
配
布
の「
生
活
習
慣
病
健
診

の
ご
案
内
」に
添
付
し
て
い
る「
受
診
申
し

込
み
は
が
き
」で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

「
生
活
習
慣
病
健
診
の
ご
案
内
」
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
内
）、
市
役
所
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
民
課
前
）、
各
地
区
公
民
館
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
健
診
日
程

●
健
診
料
金

　

赤
穂
市
国
民
健
康
保
険
・
兵
庫
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
加
入
さ
れ

　

赤
穂
市
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
で
は
、
75
歳
以
上
の
赤
穂
市

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
平

成
29
年
４
月
１
日
以
降
、
有
効
期

間
中
の
運
転
免
許
を
自
主
的
に
返

納
さ
れ
た
場
合
、
次
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
す
で
に
ク

オ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
人
は

除
き
ま
す
）

●
支
援
内
容

　

イ
コ
カ
カ
ー
ド
1
枚 

　

 （
２
，
０
０
０
円
分　

※
保
証
金

５
０
０
円
を
含
む
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

 

印
鑑
、
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

●
入
園
資
格

　

▽ 

平
成
28
年
4
月
2
日
～
平
成
29
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

　

▽ 

令
和
２
年
4
月
1
日
時
点
で
赤
穂

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
幼
児

●
募
集
人
数

　

赤
穂
幼
稚
園　

25
名（
１
ク
ラ
ス
）

　

塩
屋
幼
稚
園　

25
名（
１
ク
ラ
ス
）

　

尾
崎
幼
稚
園　

25
名（
１
ク
ラ
ス
）

※ 

い
ず
れ
か
１
園
の
み
へ
の
応
募
と
し

ま
す
。

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
入

園
者
を
決
定
し
ま
す
。

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
第
２
期

（
９
～
11
月
）

　
●
実
施
保
育
所　

　

御
崎
・
坂
越
・
有
年
保
育
所

 

● 

対
象
児
童　

平
成
29
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親

　

各
30
組

●
活
動
日
時　

月
３
回

　

午
前
10
時
～
11
時

●
参
加
料　

月
額
１
，
０
０
０
円

 

● 

申
込
方
法　

８
月
22
日（
木
）
午
前
10

時
30
分
ま
で
に
、
希
望
す
る
保
育
所

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
御
崎
保
育
所　

☎
／

ＦＡＡ
42
・
３
３
３
８

　

坂
越
保
育
所　

☎
／

ＦＡＡ
48
・
８
４
５
８

　

有
年
保
育
所　

☎
／

ＦＡＡ
49
・
２
２
９
７  

　

 

こ
ど
も
育
成
課　

 

☎
43
・
７
０
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

て
い
る
人
は
、
特
定
健
診（
基
本
健
診
）・

肺
・
胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
を

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

※ 

一
部
有
料
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、「
生
活
習
慣
病
健
診
の
ご
案

内
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

今
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
変
更
に

伴
い
、
特
定
健
診
を
全
額
自
己
負
担

で
受
診
さ
れ
る
人
、
詳
細
な
健
診（
貧

血
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
）

を
本
人
の
希
望
で
受
診
さ
れ
る
人
は

自
己
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

変
更
後
の
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4月～ 9月
10月1日
以降

特定健診料金
（40 ～ 74歳で赤穂市国民健康
保険・兵庫県後期高齢者医療広
域連合以外の被保険者の人）

6,520円 6,650円

詳細な健診
の料金

貧血検査 330円 336円

心電図検査 1,140円 1,161円

眼底検査 830円 845円

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

「
生
活
習
慣
病
健
診
」

健診日 健診会場

9月19日（木）

総合福祉会館9月20日（金）

10月１日（火）

10月５日（土） 赤穂すこやかセンター

10月17日（木） 総合福祉会館

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
46
・
８
７
０
１　

ＦＡＡ
46
・
８
７
０
５

高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

※ 

申
請
は
、
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書

の
交
付
の
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
以
内

●
申
請
書
提
出
先

　

市
民
対
話
課 
☎
43
・
６
８
１
８

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　

危
機
管
理
担
当☎

43
・
６
８
６
６

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

兵
庫
県
警
察
に
お
い
て
、

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
自
主
返
納
を
支
援

す
る
事
業
所
で
は
、
運
転
経

歴
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と

で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典（
タ
ク

シ
ー
、
バ
ス
料
金
の
割
引
な

ど
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
警

察「
高
齢
者
運
転
免
許
自
主

返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

みほん

令
和
２
年
度

　

市
立
幼
稚
園
３
歳
児
保
育
（
試
行
）

　

園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

●
応
募
用
紙

　

 

各
市
立
幼
稚
園
お
よ
び
教
育
委
員
会

で
配
布
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

8
月
19
日（
月
）～
30
日（
金
）

　

※ 

郵
送
可

　
　

（
締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
678-

0292（
住
所
不
要
）

　

教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課

☎
43
・
７
０
６
５

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

御崎保育所での七夕会

（令和元年7月）

赤穂幼稚園の節分行事

（平成31年２月）

異文化交流を楽しむ尾崎幼稚園児

（令和元年7月）
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８ページに掲載しております「後期高齢者医療制度の大切なお知らせ」の表に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

国民年金掲示板

「受け取る年金を増やしたい」このような制度があります !

 市民課　年金担当　☎４３・６８２０　FAX 43・６８９１

●付加保険料で増額

　月額16,410円の保険料に加えて、月400円の付

加保険料を納付すれば、年金を「年200円×納付月

数」分増やすことができます。　　

例）付加保険料を5年間納付した場合

　納めた保険料→400円×60月＝24,000円

　付加年金額→200円×60月＝年額12,000円

　2年間の受給で元が取れ、その後も増額した年金

を一生受け取れます。

●任意加入で増額

　「60歳になったが年金の見込み額が少ない」。こ

んなとき、国民年金の任意加入制度で年金を増やす

ことができます。

例）60 ～ 65歳までの5年間任意加入で納付した場合

　納めた保険料→16,410円×60月＝984,600円

　増える年金額→19,503円×5年≒97,515円

　約10年間の受給で元が取れ、その後も増額した

年金を一生受け取れます。

●追納で増額

　保険料免除、納付猶予、学生納付特例が承認され

た期間は、保険料を納めた場合よりも老齢基礎年金

の受取額が少なくなります。

例 ）2年間の学生納付特例制度の承認を受け、追納し

なかった場合、年金が年額約4万円減額されます。

　生活にゆとりができたときは、追納をご検討くだ

さい。免除等の承認を受けてから10年以内であれ

ば、後から保険料を納付することができます。

　ただし、免除等の承認を受けた期間の翌年度から

起算して3年度目以降に追納するときは、当時の保

険料に加算額がつきます。

▷民間業者への委託について

　日本年金機構では、納め忘れとなっている国民年

金保険料の納付や免除等申請手続きの案内につい

て、民間業者に委託しています。

　訪問する場合は、必ず日本年金機構が発行した顔

写真入りの身分証明書を提示しますので確認をお願

いします。また、委託業者が現金をお預かりするこ

とはありません。

●委託業者名　㈱バックスグループ

●問い合わせ先　姫路年金事務所☎079・224・6382

ジェネリック医薬品（後発医薬品）差額通知にご理解を！

国保医療だより  医療介護課　国保医療係　☎ 43・６８１３　FAX４３・６８９２

※特定入所者介護サービス費が支給されている場合に限る。

　国保では、病院や薬局からお薬をもらっている人

で、ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負

担額の削減額が一定額以上見込まれる人を対象に、

「ジェネリック医薬品差額通知書」を年２回送付して

います。（必ずしも全員に通知書が届く訳ではありま

せん）

　ジェネリック医薬品は、特許期間の過ぎた新薬（先

発医薬品）と同等の効き目があり、価格が３割から

５割程度も安いというメリットがあります。

　ジェネリック医薬品への切り替えによって、窓口

での自己負担額が減るだけでなく、国保全体の医療

費抑制にもつながります。

　ジェネリック医薬品への切り替えについては、医

者や薬剤師にご相談ください。

介護保険相談室

社会福祉法人による利用者負担の軽減制度について
高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課 介護保険係　☎ ４3・６９４７　FAX４５・３３９６

社会福祉法人が運営主体となっている事業所で、下表の介護保険サービスを利用された場合、住民税非課
税世帯であり、次の要件すべてに該当する人は、申請により、利用者負担額等が軽減されます。
① 年間収入が単身世帯で150万円、世帯員が1人増えるごとに50万円を加算した額以下であること。
② 預貯金等の額が単身世帯で350万円、世帯員が1人増えるごとに100万円を加算した額以下であること。
③ 日常生活に供する資産以外に活用できる資産がないこと。
④負担能力のある親族等に扶養されていないこと。
⑤介護保険料を滞納していないこと。

健康保険の資格に異動はありませんか？

　国保に加入している人が、新たに職場の健康保険

に加入する場合、必ず国保の脱退の届出をしてくだ

さい。（職場が手続きをすることはありません）

▷脱退の届出が遅れると・・

　資格の喪失後に国保の保険証を使って診療を受け

ると、国保が負担した医療費をあとで返還していた

だくことになります。

　職場の健康保険の資格がなくなったとき（被扶養

者でなくなったとき）は、国保加入の手続きが必要

です。

▷加入の届出が遅れると・・

　加入の届出をした日ではなく、国保加入資格を得

た日までさかのぼって、国民健康保険税を納めてい

ただくことになります。

１年分の保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額される目安

780,100円（平成31年4月時点の満額の年金額）/40年
　　　　　　　　　　　　　≒19,503円（年額）増額

軽減対象介護保険サービス 軽減対象費用 軽減割合

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

利用者負担額
※食費および居住費

１／４
（  ただし、老齢福祉年金受

給者は、１／２）

短期入所生活介護
介護予防短期入所生活介護（ショートステイ）

利用者負担額
※食費および滞在費

訪問介護
第一号訪問事業のうち介護予防訪問介護相当事業

（自己負担割合が介護給付と同様のものに限る）
利用者負担額

●申請手続きに必要なもの

①世帯全員の年金収入額のわかるもの
　 （年金額改定通知書の写し、年金振込通知書の写しなど）

②世帯全員の預貯金等の状況がわかるもの
　（通帳の写し、有価証券の写しなど）

③ 医療保険の扶養の状況がわかるもの
　（後期高齢者医療加入者の人は不要）

④ 印鑑（認印）

№53 赤穂市老人クラブ連合会

第25回親善グラウンドゴルフ大会を開催

　７月３日、城南緑地陸上競技場でグラウンドゴ

ルフ大会を開催しました。

　開催が雨で延期となり、参加者および関係者の

皆さまには大変ご迷惑をおかけしましたが、当日

は、牟礼市長や釣議長にもご臨席をいただき、盛

大に開催することができました。

　延期の影響で参加チームの減少もありました

が、全36チーム、総勢216名による熱い戦い

が各所で繰り広げられました。

　ホールインワンを達成して喜ぶ姿、思うよう

にいかず悔しがる姿など、悲喜こもごもの光景

があちらこちらで見られました。

　本大会は県予選を兼ねた大会でもあり、優勝

した尾崎Ａチーム（木下永楽会）は９月27日に

芦屋市で行われる県大会に出場します。

　赤穂市の代表として、県大会でも優勝を目指

して頑張っていただきたいと思います。

保健体育部　兼田　茂徳

誤

正

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準額以下の世帯 軽減割合（軽減後の均等割額：年額）

基礎控除額

（33万円）

世帯内の被保険者全員の所得（公的年金等

控除額は80万円として計算する）が０円
８割（9,771円）（※）

上記以外 ８. ５割（7,328円）（※）

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準額以下の世帯 軽減割合（軽減後の均等割額：年額）

基礎控除額

（33万円）

世帯内の被保険者全員の所得（公的年金等

控除額は80万円として計算する）が０円
８. ５割（7,328円）（※）

上記以外 ８割（9,771円）（※）

広報あこう７月号のお詫びと訂正
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職　種 採用予定人数 受　験　資　格

土木職 ２名程度

日本国籍を有する昭和59年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１

日における満年齢が35歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上

を卒業した人または令和２年３月卒業見込みの人のうち、土木職に必要

な専門知識を有する人

機械職 １名程度

日本国籍を有する昭和59年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１

日における満年齢が35歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上

を卒業した人または令和２年３月卒業見込みの人のうち、機械職に必要

な専門知識を有する人

建築職 １名程度

日本国籍を有する昭和59年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１

日における満年齢が35歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上

を卒業した人または令和２年３月卒業見込みの人のうち、建築職に必要

な専門知識を有する人

造園職 １名程度

日本国籍を有する昭和59年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１

日における満年齢が35歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上

を卒業した人または令和２年３月卒業見込みの人のうち、造園職に必要

な専門知識を有する人

消防職 ４名程度

日本国籍を有する平成６年４月２日以降に生まれた人（令和２年４月１日

における満年齢が25歳までの人）で、学校教育法による高等学校以上を

卒業した人または令和２年３月卒業見込みの人

申込期間 合格発表第１次試験 第２次試験

～８/26（月） ９/22（日）,23（月・祝） 10月下旬（予定） 11月中旬

試験会場

そ の 他

市役所 他

▽詳細は人事課で配布する「試験案内」を確認してください。
▽令和２年３月に高等学校を卒業する見込みの人も受験可能です。

▽試験内容など詳しくはホームページをご覧ください。

募集職種等

受 付 期 間 ８月１日（木）〜 26日（月）

第１次試験日 ９月22日（日）、23日（月・祝）

試験日程

問い合わせ先 人事課　☎４３・６８６３　FAX４３・６８９２

採用日：令和２年４月１日

ホームページ
QR コード

令和２年４月採用

赤穂市職員を募集します

眠っているせっかくの免許証を生かしません

か？あなたの職場復帰をお手伝いします。

再就職に関して不安をお持ちの人を対象に、市

民病院職員が、お話をさせていただきます。迷っ

ている人、今すぐ就職できない人も気軽にご参加

ください。

●  募集条件　看護師・助産師免許を有し、将来的

に臨床現場への復帰を希望される潜在看護師・

助産師の人（当院への就職が、研修受講の条件

ではありません）

● 募集人数　５名程度

● 研修日時　９月24日（火）　※時間は要相談

午前９時30分～午後３時

● 研修会場　市民病院４階寺子屋・デイルーム

● 服装　

△

ユニフォームは当院で用意します。（申

し込み時に洋服のサイズと身長をお知らせくだ

さい。）

△

髪が長い人は、まとめるためのピンや

ゴムをご用意ください。

● ご準備いただくもの　

△

筆記用具　

△

白系の運

動靴（上履き）　

△

昼食（食堂・コンビニもあり

ます）

● その他　研修日には、未就学児のお子さまをお

預かりすることができます。（申し込みの際に、

お知らせください）　

※

一度研修を受講され、

再度ご希望の人も申し込みしていただけます。

●  申込み　９月３日（火）までに受講申込書に氏

名、住所等を明記し、市民病院までメール、

FAX または電話にてお申込みください。

※ 受講申込書は、市民病院４階 総務課で配布して

います。

● 申込み、問い合わせ先

市民病院看護部　教育担当　喜多川

メール　kango1090@amh.ako.hyogo.jp

☎４３・３２２２（代）　FAX ４３・０３５１

職　種 採用人数 業 務 内 容 等 勤 務 時 間 賃 金

臨時

歯科助手
１名

歯科口腔外科における補助業務など

※ 歯科助手資格を有していることが

望ましい。

午前8時20分から

午後5時5分まで

（土日・祝日は休み）

日額 6,900円

臨時

歯科衛生士
１名

歯科口腔外科における歯科予防措置、

診療補助業務など

※歯科衛生士資格を有していること。

午前8時20分から午

後5時5分まで

（土日・祝日は休み）

日額 8,000円

～ 8,700円

臨時

看護助手
若干名 看護の補助業務

① 午前6時55分から

午後3時40分まで

② 午 前10時15分 か

ら午後７時まで

※ 土日・祝日を含め

た交替勤務

日額 7,300円

●試験内容　面接　　● 試験日時　別途連絡　　● 募集期間　随時

● 募集方法　市販の履歴書に写真添付のうえ、市民病院総務課まで持参または郵送で応募してください。

● 申込・問い合わせ先　市民病院総務課　☎４３・６４１４　FAX ４３・０３５１

　　　　　　　　　　　住所：〒678-0232 赤穂市中広１０９０

赤穂市
民病院

からの
お知ら

せ
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図書館〜Library〜
らいぶらり

http://www.ako-city-lib.com

「ほんとにぜったいあけちゃ

ダメッ！！！」

アンディ　リー

この絵本を読もうとしてい

る､ そこのきみっ ! お願いだ

から､ やめてくれ ! ｢ダメ｣と

言われるほどめくりたくなる

不思議な絵本｡

「ふでばこから空」

北川　チハル

しろうくんのふでばこのふ

たが開いた｡ その瞬間､ ゆい

はふでばこの上に小さな空が

できたのを見て…｡秘密を持っ

た男の子と秘密が気になる女

の子の少し不思議なお話。

「ひんやりさっぱりゼリー寄せ」 

　　　　　　　　大越　郷子

きれいな形に固めて前菜や

オードブルにしたり､ ドレッ

シングにアレンジしたり｡ メ

ニューの幅が広がるゼラチン

や寒天を使ったレシピを紹介

します｡

「暁天の星」　

葉室　麟

　たとえ批判にさらされよう

とも､ 外交官 ･ 陸奥宗光は上

を向いて歩き続けた。著者が

最期に､ 初めて近代に挑んだ

未完の大作｡

「
定
年
前
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
」／
中
谷　

彰
宏

「
明
治
維
新　

隠
さ
れ
た
真
実
」
／
安
藤　

優
一
郎

「
困
難
な
子
育
て
」／
堀
埜　

浩
二　

「
認
知
症
の
人
の
心
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」

／
佐
藤　

眞
一

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ
リ
ー
生
活
」

／
シ
ャ
ン
タ
ル　

プ
ラ
モ
ン
ド
ン

「
草
取
り
に
ワ
ザ
あ
り
！
」／
西
尾　

剛

「
あ
り
が
と
う
を
言
え
な
く
て
」／
野
村　

克
也

「
介
護
の
流
儀
」／
曾
野　

綾
子

「
ア
ン
サ
ー
ゲ
ー
ム
」／
五
十
嵐　

貴
久

「
つ
み
び
と
」／
山
田　

詠
美

「
い
ま
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
る
」／
か
さ
い　

ま
り　
　

「
ド
ラ
ゴ
ン
の
お
医
者
さ
ん
」／
パ
ト
リ
シ
ア　

バ
ル
デ
ス

「
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
り
た
い
き
み
へ
」／
鈴
木　

博
房

「
世
界
の
外
あ
そ
び
学
じ
て
ん
」／
こ
ど
も
く
ら
ぶ　

「
月
の
光
を
飲
ん
だ
少
女
」／
ケ
リ
ー　

バ
ー
ン
ヒ
ル

●第９回「図書館ギャラリー朗読会」の開催
　日時：8月12日（月 ･ 休日）午前11時～正午
　場所：１階ギャラリー
　内容：「図書館朗読グループ」による朗読
　※ 小説 ･ エッセイ ･ 民話 ･ 童話など大人も子

どもも楽しめます。
●夏の朗読会
　－終戦の日に合わせて戦争の話を語る－
　日時：8月31日（土）午前11時～正午
　場所：１階ギャラリー
　内容：「6000人の命を救え」
　　　　▷朗読グループいろは
　　　   「むらさき花だいこん」
　　　　▷ﾌﾘｰｱﾅｳﾝｻｰ　水野かおり氏
　　　   「花と兵隊」より「客」　▷藤井哲郎氏
●「朗読・話し方講座」受講者募集‼
　 第1回：9/7( 土 )、第2回：9/21( 土 )、第3回：

10/ ５日 ( 土 )
　時間：午前10時15分～ 11時45分
　講師：アナウンスプランナー　水野かおり氏
　※対象： 一般の人。朗読・話し方に興味のあ

る人
●問い合わせ先　図書館　☎４３・０２７５
　　　　　　　　　　　　FAX４３・６２９１　

　有毒のセアカゴケグモは、平成 7年秋に大阪府で発見されて以降、国内の

多くの場所で発見されており、国内に居着いてしまっているため、ご注意く

ださい。

■セアカゴケグモとは

　 セアカゴケグモはオーストラリア原産の小型のクモです。主な生息場所と

して、日のよくあたる場所の地面近くの隙間やくぼみに巣を張ります。身

近なところでは、道路側溝の中、プランターやエアコンの室外機などの物

陰で営巣していることがあります。攻撃性は高くありませんが、メスは毒

を持っています。咬まれると痛みや腫れを引き起こし、場合によっては重

症化し、吐き気や腹痛などの全身症状が出ることがあります。

■セアカゴケグモを見つけたら

　 セアカゴケグモを見つけた場合は、素手では触らないようにしましょう。

駆除するには、市販されている殺虫剤の噴霧が効果的です。また、熱湯を

かける、足で踏みつぶすことにより駆除しても構いません。

■もし咬まれてしまったら

　咬まれた箇所をすぐに水で洗って清潔にし、医療機関を受診してください。

問環境課 ☎４３・６８２１　FAX４３・６８９２

セアカゴケグモにご注意ください！！

赤穂義士ゆかりの史跡を訪ねる会　～参加者募集～

　令和元年度は、京都市山科区の義士ゆかりの史跡

を探訪します！

　また、忠臣蔵サミット行事の記念講演会等に参加

します。

　赤穂義士の歴史にふれてみませんか。

●日　　程　　10月25日（金）

●参加負担金　１人5,000円（交通費・昼食代含む）

●募集人数　　 市民24名

　　　　　　　（応募者多数の場合は抽選）

●募集期間　　８月31日（土）まで

●応募方法　　 文化とみどり財団窓口（赤穂市文化

会館内）でお申込用紙に記入いただ

くかお電話でお申込みください。

●申込先　　　文化会館内

　　　　　　　赤穂市文化とみどり財団　事務局

☎４３・３２６９

FAX４３・５９５０

水の事故に気を付けて！！

⚠悪ふざけはやめましょう

　 水の中では、ちょっとしたイタズラが生命に関わる事案に発展しかねません。

 　ふざけて遊泳者に抱きついたり、押さえつけたりする行為は絶対にやめましょう。

⚠子どもから目を離さないでください

 　保護者がちょっと目を離した間に子どもが溺れる事故が発生しています。

　 水辺では、わずかな油断が事故につながりますので、子どもから目を離さないようにしましょう。   

    また、日頃から子どもに対し、危ない場所には近づかないように注意してください。

⚠大人も注意しましょう

　 近年、水難で亡くなられた人の約９割が「大人」で、魚釣り中や作業中の海中転落、遊泳中に溺  

    れるなどして命を落とされています。海や川、池等の近くでは、自身の経験や泳力を過信せず、

    慎重な行動に努めてください。また、飲酒後の遊泳は厳禁です。

⚠救命胴衣があなたの命を守ります

　 誤って海や川に転落して亡くなられる悲惨な事故が後を絶ちませんが、その一方で、救命胴衣

    を着用していたため、無事救助されたケースもあります。

　 暑い時期ではありますが、ご自身やご家族等の大切な命を守るためにも、水辺では救命胴衣を

    着用しましょう。

問赤穂警察署　地域課
☎４３・０１１０  FAX４５・０１１０

◆ 背面に赤色

の縱条

◆ 腹面に赤色

の斑紋

◆ 毒を持つメ

スの体長は

約１㎝

⬆
赤色

特徴
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の記事は、赤穂市公式FacebookおよびInstagramにて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

フォトニュース

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。（アドレス） http://www.city.ako.lg.jp/ar.html

市内の小学生23名が、広島平和記念資料館、平和記
念公園を訪問しました。リニューアルした資料館の見
学やボランティアガイドの話を聞くなど、平和の尊さ
について学習しました。 （７/24　広島平和記念公園）

広島で平和学習

タイガーマスクを名乗る男性から、市内の子ども達に
太鼓演奏のプレゼントをしたいと申し出があり、塩屋
幼稚園・塩屋保育所・赤穂保育所の子ども達が「新龍
太鼓」の演奏を楽しみました。　（７/16　塩屋公民館）

１

１

市内の幼稚園では七夕行事が行われ、城西幼稚園
では子どもたちが夏野菜で動物を作ってお供えし
たり、短冊にお願い事を書いて笹に飾ったりしま
した。　　　　　　　　　（７/ ５　城西幼稚園）

老人福祉センター「万寿園」で保育所の子どもた
ちとふれあう交流会がありました。子どもたちが
歌を披露したり、一緒に手遊びをするなど、楽し
いひと時を過ごしまた。　　　（７/17　万寿園）

①御崎小学校3年生が海の環境保全学習の一環として、「赤
穂海っ子俱楽部」の指導のもと、大塚海岸でスノーケリン
グを行いました。②昨年、悪天候のため海に入れなかった
4年生有志も、７/ ６・７に実施し、身近な海の生き物た
ちを観察しました。　　　　　（７/ ４・６・７　大塚海岸）

10/16にハーモニーホールでコンサート
を開催する、赤穂観光大使のパク・ジュ
ニョン氏が、市長を表敬訪問され、赤穂
への思いや、コンサートの抱負などを話
されました。　　　　　（７/22　市役所）

夏を満喫！！

【７/ ６　土曜夜店】①メダカすくい、すくえたよ！（やぶれない網でね）　④射的、狙
いを定めて～！⑦ハイハイ競争、思い通りにはいきません！　⑧ポテト、おいしいよ！

【７/ ６　ゆかたまつり】②短冊に願いを込めて　③肩車でレッツゴー！
【７/13　かぶ～ん うね】⑤元気なカブトムシがいっぱい！
【７/21　大津すいかまつり】⑥スイカ、甘くておいしい～！

７ ８

４

６

元塩グラウンドゴルフ同好会の皆さんが、
国体予選会で優勝し、去年に引き続き兵
庫県代表として茨城国体に出場すること
が決定し、報告のため市長を訪問されま
した。　　　　　　　（７/22　市役所）２

５

３２
にこにこ笑顔で交流会

タイガーマスクさん、ありがとう！
野菜で七夕のお供えを作ったよ！

２年連続、茨城国体へ！
心のふるさと　赤穂へ

アマモの中の生き物たち
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令和元年度の主な税制改正

　

【
個
人
市
県
民
税
】

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

　

適
正
な
制
度
運
営
を
図
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
が

「
返
礼
品
の
返
礼
割
合
3
割
以
下
な
ど
の

基
準
を
満
た
す
と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定

す
る
自
治
体
に
対
す
る
も
の
」
に
限
定
さ

れ
ま
し
た
。（
令
和
元
年
6
月
1
日
以
降
に

支
出
す
る
寄
附
金
よ
り
適
用
）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
の

平
準
化
対
策
と
し
て
、
消
費
税
率
10
％
で

取
得
等
し
た
住
宅
を
、
令
和
元
年
10
月
1

日
か
ら
令
和
2
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
の
控
除
期
間
が

10
年
間（
現
行
）か
ら
13
年
間
に
延
長
さ
れ

ま
す
。

 

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
非
課
税
措
置

の
創
設

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

ひ
と
り
親（
単
身
児
童
扶
養
者
）に
つ
い
て
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以

下
の
場
合
、
非
課
税
と
す
る
措
置
が
創
設

さ
れ
ま
す
。（
令
和
3
年
1
月
1
日
か
ら
適

用
）

坂越橋が大型車通行禁止

●
対
象
区
間

　

坂
越
橋
東
詰
交
差
点
か
ら
西
詰
交
差

点
ま
で
の
約
二
百
メ
ー
ト
ル
区
間

●
規
制
対
象
車
両

　

① 

車
両
総
重
量
８
ｔ
以
上
、
最
大
積

載
量
５
ｔ
以
上
の
中
型
お
よ
び
大

型
貨
物
自
動
車

　

② 

乗
車
定
員
11
人
以
上
の
中
型
お
よ

び
大
型
乗
用
自
動
車

　

③
大
型
特
殊
自
動
車

　

※ 

路
線
バ
ス
は
規
制
除
外
対
象
で

す
。

　

 

※ 

乗
車
定
員
11
人
以
上
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
、
小
型
バ
ス
も
通
行
で
き
ま

せ
ん
。

税務課　☎４３・６８０３
FAX４３・６８９２

赤穂警察署　☎４３・０１１０　FAX４５・０１１０
建設課　☎４３・６８３１　FAX４３・６８９２ まちづくりワークショップ参加者募集

　

市
で
は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
指
針
と
な
る

「
２
０
３
０
赤
穂
市
総
合
計
画
」の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
づ
く
り
を
、
い
ろ
ん
な

人
々
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
た
め
、「
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

将
来
の
赤
穂
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日

　

第
１
回　

9
月
4
日（
水
）　

　

第
２
回　

9
月
26
日（
木
）

　

第
３
回　

10
月
8
日（
火
）

　

第
４
回　

10
月
29
日（
火
）

●
場
所　

市
民
会
館

●
時
間　

午
後
7
時
～

●
参
加
条
件

　

① 

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

　

② 

で
き
る
限
り
全
て
の
開
催
日
に
参

加
可
能
で
あ
る
人

●
募
集
人
数

　

40
名
程
度

　

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農地利用の最適化を推進

企画広報課　☎４３・６８６７
政策担当　FAX４３・６８２２

農業委員会　☎４３・６８４５
FAX４３・６８９２

【
軽
自
動
車
税
】

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

　

燃
費
性
能
に
優
れ
た
環
境
負
荷
の
少
な

い
、
一
定
の
性
能
が
認
め
ら
れ
た
軽
自
動

車
を
令
和
元
年
度
、
令
和
2
年
度
に
取
得

し
た
場
合
、
翌
年
度
の
軽
自
動
車
税（
※
）

の
軽
減
制
度
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
、
令
和
4
年
度
に

取
得
し
た
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
区
分

を
限
定
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、現
行
の「
軽

自
動
車
税
」
は「
軽
自
動
車
税
種
別
割
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

行動する農業委員会をめざし住宅ローン控除の拡充など

将来の赤穂市のために橋の長寿命化のため9月１日（日）から

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

農
業
総
代
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
に
限
り
ま
す
。

貸
し
手
の
利
点

▽ 

市
内
に
農
地
を
持
つ
市
外
居
住
者
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

▽ 

貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
く
れ
ば
離
作

料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
っ
て
き

ま
す
。

借
り
手
の
利
点

▽ 

農
業
経
営
を
拡
大
し
た
い
人
は
、
い
く

ら
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

▽ 

借
り
て
い
る
期
間
中
は
、
安
心
し
て
経

営
農
地
の
一
部
と
し
て
計
画
的
に
利
用

で
き
ま
す
。

▽ 

期
限
が
き
て
も
双
方
の
合
意
に
よ
り
、

引
き
続
き
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
事
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す

　

農
地
等
に
係
る
こ
と
な
ら
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

第
一
水
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

農
業
委
員
会
事
務
局

８
月
27
日
～
29
日
は

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
8
月
を「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
と
し
て
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
、
農
地
の
利
用
状
況
や
転
用
農

地
、
荒
廃
農
地
の
調
査
等
を
行
い
、
是
正

指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
伴
う
土
地
へ
の
立
ち
入
り
な
ど
に
つ

い
て
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
転
用
に
つ
い
て

▽
一
時
的
な
転
用
は
？

　

 

一
時
的
に
資
材
置
場
や
残
土
置
き
場
に

利
用
す
る
場
合
も
転
用
届
が
必
要
で
す
。

▽
許
可
な
く
転
用
す
る
と
？

　

 
許
可
な
く
転
用
す
る
と
、
農
地
法
違
反

と
な
り
工
事
の
中
止
・
原
状
回
復
を
命

ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
続
な
ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
ら

届
出
が
必
要
で
す

　

10
カ
月
以
内
に
農
地
が
あ
る
市
町
村
の

農
業
委
員
会
へ
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
制
度
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
市
民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭
２
０
１
９　

赤

穂
・
姫
路
の
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
・
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

● 

活
動
の
条
件
等

　

 

活
動
は
無
償
で
、
交
通
費
も
自
己
負
担

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
活
動
時
の

事
故
に
備
え
て
、
事
務
局
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

 

所
定
の
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
8
月
16
日（
金
）ま
で
に
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
文
化
会
館
、
市

役
所
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ル
・
ポ
ン
国
際
音
楽
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
】

● 

日
時　

　

 

▼
9
月
28
日（
土
）午
後
3
時
30
分
～
7

時
30
分　

▼
９
月
29
日（
日
）午
後
3
時

30
分
～
7
時
30
分　

▼
10
月
1
日（
火
）

午
後
5
時
～
9
時　

▼
10
月
2
日（
水
）

午
後
5
時
～
9
時

● 

内
容　

演
奏
会
の
お
手
伝
い
、
受
付
な

ど
。
配
置
は
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

●
活
動
場
所　

会
場
内
外

●
応
募
条
件　

高
校
生
以
上

第35代赤穂義士娘募集

赤穂市を全国各地へ PR

　

赤
穂
義
士
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
出
演
い
た

だ
き
、
以
後
１
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で

赤
穂
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
女
性

▼
市
内
、
ま
た
は
市
近
郊
に
住
所
を
有

す
る
女
性
、
も
し
く
は
市
内
の
事
業
所

等
に
勤
務
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
女
性

▼
令
和
元
年
12
月
１
日
現
在
、
満
18
歳

以
上（
高
校
生
は
不
可
）30
歳
未
満
の
未

婚
の
女
性
。
た
だ
し
、
観
光
レ
デ
ィ
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
等
、
他
団
体
が

実
施
す
る
義
士
娘
と
同
様
の
趣
旨
に
よ

る
も
の
に
選
定
も
し
く
は
内
定
さ
れ
て

い
る
人
を
除
く
。　

　

 

▼
義
士
娘
と
し
て
赤
穂
義
士
祭
に
出
演

す
る
ほ
か
、
１
年
間
観
光
行
事
や
公
的

諸
行
事（
宿
泊
を
伴
う
行
事
あ
り
）に
参

加
で
き
る
女
性

● 

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
応
募
先
ま
で
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
※
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切

　

９
月
20
日（
金
）　

午
後
５
時
必
着

● 

選
考
方
法　

面
接
選
考
を
行
い
、
２
名

が
選
ば
れ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～

● 

場
所　

市
役
所　

※
義
士
娘
に
選
ば
れ

た
人
は
10
月
19
日（
土
）予
定
の
研
修
会

に
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

賞
金
等

　

賞
金
５
万
円
・
旅
行
券
５
万
円
・
副
賞

　

 

※ 

選
考
会
に
参
加
さ
れ
た
人
と
そ
の
推

薦
者
の
人
に
も
れ
な
く
記
念
品
を
進

呈
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
赤
穂
義
士
祭
奉
賛
会
事
務
局

　

〒
６
７
８
ー
０
２
９
２

　

（
住
所
不
要
）産
業
観
光
課

　

☎
43
・
６
８
３
９　

ＦＡＡ
46
・
３
４
０
０

▼
（
一
社
）
赤
穂
観
光
協
会

　

〒
６
７
８
ー
０
２
３
９

　

赤
穂
市
加
里
屋
３
２
８
番
地

　

☎
42
・
２
６
０
２　

ＦＡＡ
42
・
３
８
４
０

※ 

申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
、（
一
社
）
赤

穂
観
光
協
会
、
各
地
区
公
民
館
等
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第34代赤穂義士娘

ル ･ ポン国際音楽祭スタッフ募集

あなたの協力で音楽祭を盛り上げよう

【
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

主
に
英
語
）
】

● 

日
時　

　

 

▼
9
月
24
日（
火
）～
10
月
2
日（
水
）

　
　

赤
穂
市
内

　

 

▼
10
月
3
日（
木
）～
10
月
5
日（
土
）

　
　

姫
路
市
内

● 

内
容　

通
訳
、
演
奏
会
・
リ
ハ
ー
サ
ル

の
お
手
伝
い
な
ど
。
配
置
は
主
催
者
側

で
決
定
し
ま
す
。

● 

活
動
場
所　

赤
穂
市
、
姫
路
市
の
各
会

場
付
近

● 

応
募
条
件　

18
歳
以
上
の
人（
高
校
生

は
不
可
）

● 

そ
の
他　

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
は
、
9
月
1
日（
日
）に
姫
路
市
市
民

会
館
で
開
催
す
る
研
修
会
に
可
能
な
限

り
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
申
込
先

　

〒
６
７
８
ー
０
２
９
２

　

（
住
所
不
要
）生
涯
学
習
課

　

☎
43
・
６
８
５
８　

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

　

 

メ
ー
ル
：

　
　

 　

k
yo

syo
g
a
i@

city.a
k
o

.lg
.jp

▼
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
先

　

〒
６
７
８
ー
０
２
９
２

　

（
住
所
不
要
）企
画
広
報
課

　

☎
43
・
６
８
６
７　

ＦＡＡ
43
・
６
８
２
２

　

メ
ー
ル
：k

ik
a
k
u
@

city.a
k
o

.lg
.jp

　

市
で
は
、
市
内
の
団
体
や
個
人
が
、
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
資
金
を
調
達
す
る
場
合
、

そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
支
援
募
集
中
の

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

“
森
崎
伯
霊
”“
渡
辺
う
め
”

　
　
　
　

２
人
展
を
開
催
し
た
い
！

　

桃
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
弾
！

　

忘
れ
か
け
て
い
る
田
園
風
景
と
そ
こ
で

の
人
々
の
営
み
、
自
然
と
共
に
ひ
た
む
き

に
生
き
る
人
間
の
力
強
さ
、
美
し
さ
が
、

両
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
共
通
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る“
心
”
の

ふ
る
さ
と
を
２
人
の
作
品
を
通
じ
て
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
今
回
の

２
人
展
の
開
催
を
企
画
し
、
開
催
費
用

を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
呼
び

か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は「
フ
ァ
ー
ボ
兵
庫
」で
検
索
。

　

作品：森崎伯霊

作品：渡辺うめ

クラウドファンディング応援事業

地域を盛り上げたいあなたの後押しに
危機管理担当　☎４３・６８６６

FAX４３・６８９２

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
迅
速

な
情
報
提
供
や
行
政
機
能
の
低
下
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営
会
社
の
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
と
無
償
に
よ
る
情
報
提
供

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
、
多
く
の
人
が
同
時
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
た
め
、
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、

ヤ
フ
ー
の
サ
ー
バ
ー
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
複
製
さ
れ
、
多
く
の
人
が
防
災
情
報
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、

ヤ
フ
ー
の
地
図
上
に
避
難
所
が
表
示
さ
れ

た
り
、「Y

a
h
o

o
!

防
災
ア
プ
リ
」
で
避
難

情
報
を
個
別
に
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ヤフー株式会社と災害協定を締結

より早い情報提供へ

【iOS 版】

【Android 版】

企画広報課　☎４３・６８６７
FAX４３・６８２２

企画広報課　☎４３・６８６７
FAX４３・６８２２

産業観光課　☎４３・６８３９
FAX４６・３４００
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ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で

き
ま
す
。

▽ 

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
１
，
０
０
０
円
（
入
学

金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学

ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を

払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▽ 

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

▽ 

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

資
料
請
求　

無
料

●
出
願
期
間　

　

第
1
回　

8
月
31
日
ま
で

　

第
２
回　

9
月
20
日
ま
で

 

● 

問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８

Ｆ
Ａ
Ａ
０７９
・
２
８
４
・
５
８
１
２

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴

い
、
住
民
税
非
課
税
の
人
と
子

育
て
世
帯
向
け
に
発
行
す
る
赤

穂
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に

つ
い
て
、
市
内
の
店
舗
等
を
対

象
に
利
用
可
能
店
舗
を
募
集
し

ま
す
。

● 

募
集
期
間　

9
月
3
日（
火
）

ま
で

● 

登
録
料　

無
料　

※
換
金
・

口
座
振
込
手
数
料
０
円

● 

申
込
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
資
格　

市
内
で
買
い
物

等
が
で
き
る
店
舗
・
事
業
所

●
商
品
券
の
利
用
期
間　

　

10
月
１
日
（
火
）
～

　

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

●
商
品
券
の
換
金
受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）
～

　

令
和
２
年
３
月
10
日
（
火
）

● 

問
い
合
わ
せ
先　

赤
穂
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
務
局

（
㈱
日
本
旅
行
内
）

☎
０
６
・
６
４
８
５
・
５
３
１
５

ＦＡＡ
０
６
・
６
３
７
１
・
６
５
１
２

　

「
聞
こ
え
」
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
兵
庫
県
難
聴

者
福
祉
協
会
の
相
談
員
が
、
中

途
失
聴
者
・
難
聴
者
・
聞
こ
え

に
悩
む
人
や
そ
の
ご
家
族
等
か

ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
補
聴

器
や
聞
こ
え
に
つ
い
て
の
お
話

や
交
流
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

●
申
込
締
切　

８
月
20
日（
火
）

　

 

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

が
、
出
来
る
だ
け
事
前
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
先　

兵
庫
県
立

聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

聞
こ
え
の
相
談
と
交
流
会
宛

☎
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５

Ｆ
Ａ
Ａ
０７８
・
８
０
５
・
４
１
９
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

h
n
a
n
ch

o
u
@

ya
h
o

o
.co

.jp

　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、

住
民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業

を
行
う
人
に
か
か
る
税
で
す
。

　

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
、
９
月
２
日
（
月
）

で
す
の
で
、
最
寄
り
の
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
で
お
納
め
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
個
人
住
民
税
（
普
通

徴
収
）
の
第
２
期
分
の
納
期
限

も
、
同
じ
９
月
２
日
（
月
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎
43
・
６
８
０
３

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

龍
野
県
税
事
務
所

☎
０
７
９
１
・
６
３
・
５
６
７
０

Ｆ
Ａ
Ａ
０
７９１
・
６
３
・
２
５
６
０

8
月
15
日
（
木
）
は
終
戦
記

念
日
で
す
。
今
年
も
赤
穂
市
で

は
、
正
午
に
戦
没
者
の
慰
霊
と

平
和
を
祈
念
し
て
市
庁
舎
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
も
黙
と
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
行
政
課　

☎
43
・
６
８
５
０

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水

道
協
会
で
は
、
下
水
道
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に
つ
い

て
自
由
に
発
想
・
表
現
し
た
作

品
を
、
以
下
の
５
部
門
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
標
語
：
応
募
資
格
制
限
な
し

▽
書
道
：
小
・
中
学
生
の
み

▽ 

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
：
小
・
中

学
生
の
み　

▽
作
文
：
小
・
中
学
生
の
み　

▽
新
聞
：
小
・
中
学
生
の
み

●
募
集
要
項

　

 

詳
細
は
日
本
下
水
道
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

 h
t
t
p

:/
/

j
s

w
a

.j
p

/

se
w

a
g
e
/co

n
te

st/

●
締
切　

10
月
31
日
（
木
）

　

当
日
消
印
有
効

●
応
募
先

　

〒
１
０
２
―
０
０
７
４

　

 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

４
―
８
―
９

　

 （
株
）
日
本
水
道
新
聞
社　

下

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
係

●
問
い
合
わ
せ
先

　

 （
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会

広
報
課

　

☎
０
３
・
６
２
０
６
・
0
２
０
５

　

 （
株
）
日
本
水
道
新
聞
社
出

版
企
画
事
業
部

☎
０
３
・
３
２
６
４
・
６
７
２
４

　

上
下
水
道
部
総
務
課

☎
43
・
６
８
３
２

ＦＡＡ
43
・
６
８
７
２

● 

講
義
期
間　

9
月
20
日
（
金
）

～
令
和
2
年
1
月
25
日
（
土
）

（
予
定
）

●
検
定
料　

5
，
０
０
０
円

●
入
学
金　

１
０
，
０
０
０
円

● 

受
講
料　

▽
科
目
等
履
修

生
（
授
業
の
聴
講
・
単
位
取

得
可
）（
4
単
位
科
目
）

　

 

４
８
，０
０
０
円　

（
2
単
位

科
目
）
２
４
，
０
０
０
円

　

▽
聴
講
生
（
授
業
の
聴
講
の
み
）

　

（
4
単
位
科
目
）

　

 

４
０
，０
０
０
円　

（
2
単
位

科
目
）
２
０
，
０
０
０
円

　

※
市
民
は
１
／
２
に
減
額

● 

出
願
期
間　

8
月
28
日
（
水
）

～
9
月
3
日
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

関
西
福
祉
大
学
教
務
課　

☎
46
・
２
７
３
５

ＦＡＸ
46
・
２
５
２
６

　

初
心
者
を
対
象
に
油
絵
、
水

彩
絵
の
具
、
色
鉛
筆
、
パ
ス
テ

ル
で
描
き
ま
す
。

　

７
月
～
９
月
の
絵
画
教
室
を

希
望
し
て
も
受
講
で
き
な
か
っ

た
人
を
優
先
し
て
募
集
し
ま
す
。

● 

講
師　

千
崎　

勝
廣
氏　

(

赤

穂
市
美
術
協
会　

副
会
長)

● 

日
時　

日
曜
日　

午
前
９
時

30
分 

～
11
時
30
分

●
日
程　

全
５
回

　

 （
10
月
20
日
、
11
月
10
日
・
17

日
・
24
日
、
12
月
１
日
）

● 

対
象　

16
歳
以
上
の
市
内
在

住
、
在
勤
在
学
の
人

●
会
場　

中
央
公
民
館

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

●
申
込　

　

▽ 

絵
画
教
室
を
受
講
で
き
な

か
っ
た
人

　
　

９
月
８
日
（
日
）

　

▽ 

絵
画
教
室
を
受
講
さ
れ
た

人
（
定
員
残
が
あ
れ
ば
）

９
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
よ
り
受
付
開
始

　

 

受
講
料
１
，０
０
０
円
を
添
え

て
中
央
公
民
館
ま
で
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
☎
43
・
７
４
５
０

ＦＡＡ
43
・
８
４
４
０

　

11
月
3
日
（
日
・
祝
）
に
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定

の
赤
穂
市
民
文
化
祭
「
市
民
音

楽
祭
（
合
唱
）」
の
出
演
団
体

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
合
唱

団
で
参
加
希
望
の
団
体
は
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

8
月
20
日
（
火
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
会
館
☎
43
・
7
４
５
０

ＦＡＡ
43
・
８
４
４
０

　

放
送
大
学
は
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽ 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

▽ 

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
時
に
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽ 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

募集

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品

募集

第
58
回
赤
穂
市
民
音
楽
祭

出
演
団
体

募集

中
央
公
民
館

「
絵
画
基
礎
講
座
」参
加
者

http://www.yst21.co.jp

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広1370番地１

TEL.0791-43-5328㈹
株式
会社横山サポートテック

詳しくはホームページをご覧ください

廃棄物・ごみに関するお悩みは、

是非当社にご相談ください

産業廃棄物収集運搬処分 一般廃棄物収集運搬処分 資源リサイクル業 総合土木工事業

粗大ごみ引取にお伺いします 店舗定期収集しています

募集

放
送
大
学
入
学
生

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　　企画広報課　☎４３・６８７３

募集

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
　
　
利
用
可
能
店
舗

お知らせ

個
人
住
民
税
・
個
人
事
業

税
の
納
税
は
９
／
２
ま
で

募集

令
和
元
年
度
後
期
関
西
福
祉
大
学

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

お知らせ

聞
こ
え
の
相
談
と交

流
会

お知らせ

戦
没
者
の
慰
霊
並
び
に

平
和
祈
念
の
黙
と
う

広 告

申込サイト

ＱＲコード

赤穂市身体障害者
福祉協会が、アル
ミプルトップ回収
リサイクルの収益
で 車 椅 子 を 購 入
し、市民病院へ寄
贈しました。

（７/ ５市民病院）

ありがとうございます
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「 

心
に
響
く
伝
え
方
～
伝
わ
る
声
と

話
し
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

力
Ｕ
Ｐ
！
～
」

　

き
ち
ん
と
言
っ
た
は
ず
な
の

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
緊
張
し

て
話
せ
な
い
、
会
話
が
弾
ま
な

い
・
・
・
こ
ん
な
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
好
感
度
を
高
め
る

話
し
方
の
コ
ツ
を
実
践
的
に
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
７
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

市
民
会
館　

 　

今
年
も
名
月
と
邦
楽
の
調
べ

や
茶
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

● 

日
時　

９
月
14
日
（
土
）

　

▽
お
茶
席
（
小
ホ
ー
ル
）

　

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

　

▽
邦
楽
芸
能
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

●
場
所　

文
化
会
館

●
茶
道　

裏
千
家

　

▽
茶
席
券　

１
席
４
０
０
円

　

（
前
売
券
３
５
０
円
）

※
前
売
券
は
、
市
民
会
館

● 

邦
楽
等　

▽
赤
穂
芸
能
文
化

協
会　

▽
吟
道
摂
楠
流
赤
穂

吟
詠
会　

▽
神
伝
真
正
早
渕

流
剣
詩
舞
道
赤
穂
支
部　

▽

吟
道
賀
堂
流
赤
穂
吟
詠
会　

▽
赤
穂
塩
華
会　

▽
琴
伝
流

大
正
琴
赤
穂
グ
ル
ー
プ　

▽

赤
穂
歌
謡
同
好
会　

▽
赤
穂

民
俗
芸
能
保
存
会
連
合
会

●
入
場
料　

無
料

● 

お
願
い　

駐
車
場
の
収
容
台

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
周
辺
へ
の

迷
惑
駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

赤
穂
観
月
・
芸
能
の
夕
べ
実

行
委
員
会
（
事
務
局　

市

民
会
館　

☎
43
・
７
４
５
０

ＦＡＡ
43
・
８
４
４
０
）

　
　

「
日
本
語
教
育
と
国
語
教
育
」

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
毎
月

２
回
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
、
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裾

野
を
広
げ
る
た
め
に
、
日
本
語

教
育
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

場
所　

市
民
会
館
２
Ｆ
第
１

会
議
室

●
日
時　

９
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
講
師　

N
P
O

法
人
実
用

　

日
本
語
教
育
推
進
協
会　

　

池
上　

智
恵
子
氏

●
入
場　

無
料

※ 

た
だ
し
、
会
場
の
都
合
上
、
当

日
先
着
40
名
ま
で
と
し
ま
す
。

「 

私
の
国
際
協
力
活
動
と
異
文

化
体
験
」

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

の
文
化
や
生
活
習
慣
を
気
軽
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
国
際

理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
任
地
で
撮
影
し
た
写

真
展
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

【
講
演
会
】

● 

場
所　

市
立
図
書
館
２
Ｆ

　

視
聴
覚
室

●
日
時　

８
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
写
真
展
】

●
日
時　

８
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
24
日
（
土
）

●
場
所　

市
立
図
書
館

　

１
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場　

無
料

※ 

た
だ
し
、
講
演
会
に
つ
い
て

は
、
会
場
の
都
合
上
、
当
日

先
着
40
名
ま
で
と
し
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
交
流

協
会
（
市
役
所
市
民
対
話
課
内
）

☎
43
・
６
８
１
８

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

●
会
員
募
集　

社
会
参
加
・
地

域
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
空

い
て
い
る
時
間
内
で
、
あ
な
た

の
力
を
社
会
の
中
で
活
か
し
て

く
だ
さ
い
。
市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
人
、

シ
ル
バ
ー
で
腕
を
振
る
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
色
々
な
仕
事
、
短

時
間
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
お

仕
事
以
外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

就
業
募
集
状
況
や
活
動
状
況
を

載
せ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
入
会
説

明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
８
・
９
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時　

８
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

９
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

９
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

● 

お
仕
事
承
り
ま
す　

▽
施

設
等
の
管
理
業
務
▽
網
戸

張
替
▽
家
事
手
伝
い
▽
人

材
派
遣
等 

お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
43
・
７
２
０
０

ＦＡＡ
43
・
4
6
8
7

お知らせ

日
本
語
教
育
講
演
会
・

国
際
理
解
講
座

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

山崎喜代志法律事務所山崎喜代志法律事務所
弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です
悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

お知らせ

男
女
共
同
参
画
市
民
講
座

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎ 43・5144　FAX 43・5950
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony/

自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

☎４３ ・ ５１１１

　 赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車を

お願いいたします。特に、フレスポ赤穂の駐車場には絶対に

駐車しないようにしてください。当館の駐車場は台数に限り

がありますので、公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

入場料：一般4,500円、友の会3,600円

　　　 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

11月30日(土)　15：00開演　小ホール　全席指定

華麗なるダンス 哀愁の歌声 アルゼンチンタンゴ 2019

～進化を続ける情熱たち～ 
ダンサー：エンリケ＆カロリーナ　演奏：LAST TANGO

　　　

好評発売中

11月９日(土)　14：00開演　小ホール　全席自由
　　　　　　　　　　　　

木津川計の一人語り劇場

　「番町皿屋敷」異聞

好評発売中

好評発売中

入場料：一般１,５00円、友の会1,200円　

　　　 当日2,000円（友の会割引なし）

　　　 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。 

　 ８月12日（月）～８月15日（木）は休館いたします。ご了承ください。

11月4日(月・休)　17：00開演　大ホール　全席指定
　　　　　　　　　　　　

CRAZY KEN BAND TOUR PACIFIC 2019
Presented by NISHIHARA SHOKAI

入場料：一般6,900円（友の会割引なし）

 

〈臨時休館等のお知らせ〉

　　　 ※年齢制限なし。ただし4歳未満でもご入場される全てのお子

　　　　 さまのチケット必要。

 

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

広告募集中!!
●広報あこう

●赤穂市ホームページ
※広報あこうは市内に事業所がある企業に限る

料金など詳しくは企画広報課にお問い合わせください。

　☎０７９１・４３・６８７３　FAX０７９１・４３・６８２２

萬代総合事務所
～お気軽にご相談下さい～

☎（0791）42-5786　赤穂市尾崎3129-3

破産、調停、民事再生等借金の法的整理
及び貸金売掛金等の法的請求、境界紛争裁判外解決

●登記　　●測量　　●境界紛争　　●成年後見

●許認可　●登録　　●訴訟　　　　●他

司法書士 行政書士 土地家屋調査士

お知らせ

赤
穂
観
月
・
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
　

大
会
議
室

● 

講
師　

川
邊　

暁
美
氏

　

 （
言
の
葉
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
か

の
ん
代
表
）

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

●
定
員　

30
名

●
申
込
締
切　

８
月
23
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

赤
穂
市
女
性
団
体
懇
話
会　

　

（
事
務
局　

市
民
対
話
課
）

☎
43
・
６
８
１
８

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jin
k
e
n
@

city.a
k
o

.lg
.jp

７/12　市役所

７/10　市役所

７/ ８　市役所

～感謝を込めて～

関達也氏より多数の貴
重かつ希少な資料を寄
贈していただいたこと
に対し、感謝状が贈ら
れました。

永年、赤穂市社会教育
委員として教育行政に
尽くされた小西利夫氏
に、感謝状が贈られま
した。

赤穂ふるさとづくり寄
付金に、住友大阪セメ
ント㈱社員有志一同様
より多年にわたりご寄
付いただことに対し、
感謝状が贈られました。
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意
趣
が
あ
り
斬
り
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
吉
良
殿
は
ま
さ
し
く
殿
様
の
敵
か
た
き

で
す
。
殿
様
が
命
を
捨
て
る
ほ
ど
の
憤
り

を
覚
え
た
敵
を
安
穏
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
は
、
昔
か
ら
中
国
・
日
本
と
も
に
武

士
の
な
す
べ
き
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早

速
敵
の
方
へ
取
り
か
け
る
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、
大
学
様
が
閉
門
中
で
、
閉
門
が
解

か
れ
た
時
、
も
し
殿
様
の
跡
と
し
て
取
り

立
て
ら
れ
、
吉
良
殿
も
何
ら
か
の
処
罰
が

な
さ
れ
、
大
学
様
の
対
面
が
回
復
す
れ

ば
、
浅
野
の
家
は
残
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
学
様
の
安
否
を
見
届
け
る
ま
で
は

と
今
日
ま
で
口
惜
し
い
日
々
を
送
っ
て
き

ま
し
た
」
と
つ
づ
り
、
さ
ら
に
「
大
学
様
の

閉
門
は
解
か
れ
ま
し
た
が
、
お
取
り
立
て

は
な
く
浅
野
の
家
は
絶
え
た
に
等
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
上
ま

だ
前
後
を
見
合
わ
せ
る
の
は
臆

お
く
び
ょ
う
病
と
い
う

も
の
、
武
士
の
本
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
吉
良
殿
の
処
罰
、
大
学
様
の
取

立
て
を
お
願
い
し
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
け

れ
ば
相
手
方
へ
取
り
か
け
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
衆
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
取
り
上

げ
ら
れ
な
い
か
ら
取
り
か
け
る
と
い
う
の

は
、
天
下
を
恨
む
に
等
し
く
、
大
学
様
や

一
門
の
た
め
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
た
だ
一
筋
に
殿
様
の
憤
り
を
晴
ら
し
た

い
だ
け
で
す
」
と
討
入
り
に
至
る
ま
で
の

筋
道
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

以
後
は
母
へ
の
別
れ
を
述
べ
る
く
だ
り

27

い
よ
い
よ
本
懐
を
遂
げ
る
た
め
江
戸

へ
下
ろ
う
と
す
る
大
高
源
五
が
元

禄
15
年
（
１
７
０
２
）
９
月
５
日
付
で
母
に

宛
て
て
送
っ
た
い
と
ま
ご
い
状
が
、
赤
穂

市
御
崎
の
正
福
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

（
非
公
開
）
。
お
よ
そ
４
・
５
メ
ー
ト
ル
に

も
及
ぶ
長
文
で
、「
義
士
」
書
状
中
の
白は

く

び眉

と
名
高
い
も
の
で
す
。
事
件
に
対
す
る
赤

穂
藩
家
中
の
認
識
・
心
情
が
よ
く
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下
に
そ
の
内
容
を

意
訳
し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、
亡
君
の
憤

い
き
ど
おり

を
散
じ
、

赤
穂
浅
野
家
が
受
け
た
恥ち
じ
ょ
く辱

を
す
す
ぎ
、

か
つ
武
士
と
し
て
忠
の
た
め
に
命
を
捨
て

る
覚
悟
を
示
す
た
め
に
江
戸
へ
下
る
と
い

う
考
え
を
表
明
し
、
亡
君
か
ら
受
け
た
厚

恩
は
片
時
も
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
刃
傷
事
件
以
降
の
経
緯
を
説

明
す
る
中
で
、
家
中
の
心
情
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

「
（
殿
様
の
刃
傷
は
）
ご
短た
ん
り
ょ慮
で
、
時
節

と
い
い
、
場
所
と
い
い
、
た
い
そ
う
不ぶ

調ち
ょ
う
ほ
う

法
な
行
い
で
あ
っ
た
た
め
、
天
下
（
将

軍
）
の
憤
り
も
深
く
お
仕
置
き
に
な
ら
れ

た
の
で
、
我
々
の
力
の
及
ば
ぬ
こ
と
で
、

天
下
へ
恨う
ら

み
を
申
し
あ
げ
る
べ
き
こ
と
で

も
な
い
の
で
、
城
は
静
穏
に
明
け
渡
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
天
下
に
対
し
て
異
議
を
唱

え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
あ
わ
せ

て
、
殿
様
は
乱
心
で
は
な
く
、
吉
良
殿
へ

で
す
。

　

「
武
士
の
道
を
立
て
仇あ
だ

を
報む
く

い
る
こ
と

は
天
下
に
恨
み
を
言
う
に
等
し
く
、
親
や

妻
子
に
も
処
罰
が
及
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
覚
悟
し
て
決
し
て
早
ま
っ
た
こ
と
を

し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
わ
れ
わ
れ
兄

弟
（
大
高
、
実
弟
の
小
野
寺
幸
右
衛
門
、

従
弟
の
岡
野
金
右
衛
門
）
は
侍
さ
む
ら
い
み
ょ
う
り

冥
利
に
か

な
っ
て
本
望
で
す
。
３
人
は
い
ず
れ
も
屈

強
で
す
か
ら
容
易
に
本
望
を
遂
げ
、
亡
君

の
憤
り
を
鎮し

ず

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
閻え

ん

ま魔
の
み
や
げ
に
す
る
の
で

安
心
し
て
ほ
し
い
。
歳
を
と
ら
れ
て
心
細

く
、
い
か
ば
か
り
か
心
憂う

い
こ
と
で
し
ょ

う
が
、
力
及
び
ま
せ
ん
。
お
ろ
か
に
悲
し

ま
ず
、
金
右
衛
門
の
母
や
妹
千
代
と
互
い

に
力
を
添
え
て
く
だ
さ
い
」
と
し
、
最
後

に
「
仏
門
に
入
ら
れ
た
身
で
す
か
ら
、
仏

の
お
勤
め
に
励
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
憂
さ

も
つ
ら
さ
も
ま
ぎ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

節
々
に
は
寺
へ
も
お
参
り
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
義
士
た
ち
の
多
く
は
、

江
戸
へ
下
る
時
や
討
入
り
の
直
前
に
、
肉

親
や
親
し
い
人
々
に
別
れ
の
手
紙
を
書
き

送
っ
て
い
ま
す
。
胸
を
打
つ
文
面
の
も
の

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
原
文
に
接

し
、
そ
の
行
間
か
ら
義
士
た
ち
の
心
情
を

読
み
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
赤
穂
市
史
編
さ
ん
担
当　

小
野
真
一
）

大高源五のいとまごい状

「
侍
冥
利
に
か
な
っ
て
本
望
」

「
吉
良
殿
は
ま
さ
し
く
殿
様
の
敵
」

8/13 ～ 9/15健康・相談

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）  （随時） ☎43・7067（相談専用）
女性問題電話相談　女性交流センター  （火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818
心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所　（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

ＦＡＸでの問い合わせ　市役所（代表）43・6892

人口の動き（6月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,481 戸 （ ＋ 18）

人口 47,525 人 （ － 8 ）

男 22,955 人 （ － 7）

女 24,570 人 （ － 1）

 （　）内は前月比
◎6月中の異動

出生 25 人（－ 3 ） 転出 67 人（－ 25）

死亡 37 人（- 5） その他増 1 人（± 0 ）

転入 82 人（ + 5） その他減 12 人（ + 2 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 6月 2019年累計

発生件数 109（ + 21） 577（－ 24）

　人身 16（ + 8） 68（－ 1）

　物損 93（ + 13） 509（－ 23）

死者 0（± 0） 1（ + 1）

重傷 4（ + 4） 9（＋ 9）

軽傷 14（－ 3） 66（－ 23）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 6月 2019年累計
火災 1（ ＋ 1） 10（ ± 0）

救急 152（ ＋ 2） 1024（ － 29）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせ

 ☎43・6899（自動案内）

　　　　　 ＦＡＸ45・0119（ＦＡＸ返信）

8月
13 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

14 ●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

15

16

17 ●司法書士による法律相談　9 ： 30 ～ 12 ： 00 

　 市民対話課　☎43 ・ 6818

18  
宮崎クリニック ☎ 43 ・ 4877
9 ： 00 ～ 17 ： 00

19

20
●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13 ： 00 ～ 16 ： 00 

　 市民対話課　☎43 ・ 6818

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約 ) 13 ： 20 ～ 15 ： 00 

21 ●心配ごと相談（弁護士 ・ 要予約）　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●２歳児歯科健診（H29年１月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

22

23

24

25  
くぼかわ医院 ☎ 42 ・ 2140
9 ： 00 ～ 17 ： 00

26

27
●行政相談（相談委員） 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13 ： 00 ～ 15 ： 00 

 　 地域包括支援センター　☎４２ ・ １２０１

28
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●１歳6か月児健診（Ｈ30年1月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

29

30 ●ベビーレッスン　13 ： 00 ～ 13 ： 30 

31

9月
1  

シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43 ・ 4712
9 ： 00 ～ 17 ： 00

2 ●こころのケア相談（要予約） 14 ： 00 ～ 15 ： 00 

3 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約 ) 13 ： 20 ～ 15 ： 00 

4
●農事相談　10 ： 00 ～ 11 ： 30　農業委員会

●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●3歳児健診（Ｈ28年3月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

5

6 ●健康相談 9 ： 00 ～ 11 ： 00 

7

8  
澤田医院 ☎ 48 ・ 8149
9 ： 00 ～ 17 ： 00

9 ●人権相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

10 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

11
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●２歳児歯科健診（Ｈ29年2月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

12 ●献血 （市役所）９ ： 30 ～ 11 ： 30 

●子育てカウンセリング　13 ： 30 ～ 16 ： 00　子育て学習センター

13 ●栄養相談（前日までに要予約 ) 9 ： 30 ～ 11 ： 30 

●子育て応援隊さろん　13 ： 00 ～ 15 ： 00 

14 ●行政書士 ・ 司法書士 ・ 土地家屋調査士無料相談 

　 10 ： 00 ～ 12 ： 00　 市民対話課　☎43 ・ 6818

15  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42 ・ 3884
9 ： 00 ～ 17 ： 00

大高源五のいとまごい状（末尾、 正福寺蔵）
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令
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元
年
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1
3
日
発
行
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o
.8
1
2

8
◆表紙の説明◆　今月の表紙は坂越小学校6年生の伝統行事、
坂越湾・生島までの遠泳の一コマです。今年から「ＳＥＡチャ
レンジ」と名前を変えての開催となりました。けがで泳げ
ない人を除く22名が、お互いを励ましあいながら、先生や
先輩、保護者の「ヨーイコーラ！ドッテンコーラ！」の掛け
声と共に、見事、完泳しました！　（７/21　坂越湾・生島）

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは８月23日（金）、
　広報あこうは９月10日（火）の発行予定です。

▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　梅雨明け宣言された
その日から、市役所周辺
はセミの大合唱が始ま
り、いきなり真夏の暑さ
で、少々体がついていか
ない感のあるいです。昨
年の7月は週末ごとの台
風で、イベントがことご
とく中止や延期になり、
肩透かしをくらったので
すが、今年は順調にイベ
ントが開催され、海に山
にと忙しい週末が続いて
います。夏の取材は暑さ
との戦いですが、私も子

どもたちと一緒に海に入
りたい衝動を抑えつつ、
マイ胴長着用で腰まで
海に浸かって取材をして
いると、「今から漁にでも
いくんか？！」と地元の
人々に大ウケです（苦笑）
　笑いを狙ったわけで
はないのですが、皆さん
の笑顔に繋がるのなら、
オールＯＫです！
　マイ胴長を脱いだら、
涼しい顔（実は汗だく）で
デスクワークに戻るいな
のでした。　　　　　い　　　　　　

▪編集後記▪

各コンテンツの視聴に関して 　
　Facebook・YouTube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロードおよび視聴にかかる通信料
は自己負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

一口メモ

野菜はビタミンやミネラル、食物繊維を多く含んでいます。野

菜を多く食べることは脳卒中や心臓病にかかる確率を低下させる

と報告されています。また、野菜に豊富に含まれるカリウムには、

体内の余分なナトリウムを尿と一緒に排出する働きがあり、高血

圧予防にもつながります。

作り方

①かぼちゃは１㎝厚さ、４㎝長さに切って固めに茹でる。

②オクラは塩でこすり、洗って縦半分に切る。

③ フライパンに油を熱し、かぼちゃの両面を焼き、オクラを入れて

蓋をする。ほぼ火が通ったら、塩こしょう・カレー粉をふって最

後にチーズを加え、チーズが溶けるまで蒸し焼きにする。

材　料（4人分）

かぼちゃのチーズ焼き

夏野菜を食べよう

すくすく育て！わが家のホープすくすく育て！わが家のホープ

平成29年2月14日生まれ

橋
は し も と

本 絢
あ や ね

音 ちゃん

父・典幸さん　母・侑子さん

新田

　かぼちゃ・・・・・ 250g
　溶けるチーズ・・・・ 70g
　オクラ・・・・・・・ ４本
　カレー粉・・・ 小さじ2/3
　塩こしょう・・・・・ 少々
　サラダ油・・・・ 小さじ２

▲

（料理協力：赤穂市いずみ会）
* １人分栄養素 *　エネルギー 127kcal  塩分 0.4g

★わが家のホープ　モデルさん募集中★　対象を３歳未満から未就学児に拡大しました！申込み、お問い合わせは市長公室企画
広報課広報担当まで電話またはメールで。☎43・６８７３　ＦＡＸ43・６８２２　メール　Kouhou@city.ako.lg.jp

平成30年３月５日生まれ

ちゃん

平成28年3月８日生まれ

上
う え う ら

浦 大
だ い ち

知 ちゃん

父・一成さん　母・めぐみさん

元町 上
う え う ら

浦 せな

野菜を1日350g 食べよう


